
平和都市宣言に向けた意見募集 結果概要 

 

平和都市宣言の文案について、市民意見を募集したところ、市人口のおよそ１３％にあた

る１１，５２４人の回答を得た。 

自分の平和への思いは、『文案に表現されている』としたのは１１，３１４人（９８．２％）、

『表現されていない』としたのは１８４人（１.６％）であった。 

修正を求める意見としては、『具体的な内容を記載したい』、『「核兵器」に限定せず、「核

（脱原発）」としたい』、『「８０周年」は、宣言に関係ないため、削除したい』、『「普段の日

常」、「家庭の平和」について記載したい。』との意見が多く寄せられた。小学生からは、『難

しい』や『恒久平和という文言が難しい』、保護者からは『子どもには、難しい』との意見

が多く寄せられた。 

一方で、一般（大人）からは、『分かりやすい』や『高山らしい』との肯定的な意見も寄

せられた。 

また、当アンケートの実施については、『アンケートが、子どもと平和について考える良

い機会となった』との意見が寄せられた。 

※市民回答率１３％は目安。対象に市内在勤者等を含むため、市民回答率を正確に示してはいない。 

 

募集期間：平成２８年４月２０日（水）～６月２０日（月） 

対  象：市内に在住、在勤又は在学の方 

内  容：あなたの平和への思いは、この文案に表現されていますか？（はい・いいえ） 

     その他、意見がございましたら、ご記入ください。 

■回答結果                                  （人） 

※高校生等には、特別支援学校を含む。 

 

■主な意見                                  （件） 
 意見内容 合計 

文言について 具体的な内容を記載したい。 ３９ 

 「核兵器」に限定せず、「核（脱原発）」としたい。 ３３ 

 「８０周年」は、宣言に関係ないため、削除したい。 ２１ 

 「恒久平和」が難しい。 １６ 

 「普段の日常」、「家庭の平和」について記載したい。 １５ 

全体について （子どもには）難しい、分かりにくい。（主に小・中学生及び保護者の意見）  ８２ 

 分かりやすい。 ２０ 

 このアンケートが、子どもと平和について考える良い機会となった。 １３ 

 高山らしい。 １２ 
※『難しい、分かりにくい』は、小学生５０、中学生１４。 

※『分かりやすい』は、一般１５。『高山らしい』は、一般１１。 

区分 はい いいえ 不明 合計 

小 学 生 ２，３５６ ３０ ６ ２，３９２ 

中 学 生 １，７９９ １４ １ １，８１４ 

高校生等 ３，２１４ ３３ ２ ３，２４９ 

一 般 ３，９４５ １０７ １７ ４，０６９ 

合計 １１，３１４ １８４ ２６ １１，５２４ 
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